
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月１６日、東口ゆうえんち恒例の「真冬のおばけやしき

～地獄トンネル～」を開催しました！数年ぶりにトンネルと

和室を使う演出を取り入れ、より怖さを感じられるお化け

屋敷になりました。参加者からも「髪の長いお化けが怖

い！」「大人でも怖いぐらい本格的！」といった感想をいた

だくほど完成度の高いお化け屋敷ができ、企画員のクリエ

イティブなアイディアが光った講座となりました。体育館の

待機スペースでは企画員の活躍により工作やお化けの絵

本を楽しむ子どもたちの様子がみられました。東口ゆうえ

んちは来年度も楽しい企画を準備して皆様をお待ちして

おります。 

講座のご報告 

令和７年度も、榴ケ岡市民センターでは様々な講座や事業を行います。ぜひお越しください！ 

東口ゆうえんち 

インリーダー研修会 

ものづくりラボ 

２月１日に、仙台市子ども会インリーダー研修会を開催し

ました。 

参加した世話人と子どもたちは、子ども会活動について

の講話を熱心に聴いていました。その後、世話人は子ども

会の運営や活動について情報交換をしました。子どもたち

はグループごとに、ジュニアリーダーから子ども会活動の中

で活用できるゲームを学び、世話人の前で実践しました。 

ゲームの説明や進行を主体的に行う姿が頼もしく、令和

７年度の子ども会のリーダーとして活躍することでしょう。 

私にもできる SDGｓ 

歌枕の名所「みやぎの」 

市民センターに行ってみよう! 

 

  

  

  

  

  

  

仙台市榴ケ岡市民センターで検索または 

http://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/tsutsujigaoka/index.html  

東口ますます元気教室 

〒983-0842 仙台市宮城野区五輪 1-3-1 

TEL 299-5666 FAX 299-5690 

令和７年４月 1日発行 

東口ゆうえんち 

榴ケ岡 

インリーダー研修会 

※市民センターでいただいた個人情報は、目的以外には使用いたしません。用紙はリサイクルできます。 

榴ケ岡老壮大学 

榴岡 

公園 

市民センターだより ４月号 

榴ケ岡寺子屋 

榴岡公園サポーターズ（仮称） 

榴ケ岡市民センター懇談会 

榴ケ岡市民センターまつり 

東口ゆうえんち企画会 

令和７年度 榴ケ岡市民センター取組目標 
 

あらゆる世代の人が集い、学び、楽しく交流できる場をめざします。 

上記事業の詳細については、今後随時、市民センターだよりやホームページなどで 

お知らせします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年度榴ケ岡老壮大学 

東口ガイドボランティア 

養成講座・公開講座 

２月２０日（木）に今年度の榴ケ岡老壮大学閉講式を行い

ました。記念イベントはスロウハンズ（ギター、ボーカル）＆

スパンキー三森（ハーモニカ）によるコンサートで、懐かしい

昭和の曲を披露していただきました。途中にボイストレーニ

ングのレクチャーが入り、声を出すことが健康に繋がること

を教えていただき、和やかな雰囲気の中榴ケ岡老壮大学の

幕を下ろしました。一年間ありがとうございました。 

※使用日・使用時間はやむを得ず変更になる場合があります。詳細はお問い合わせください。 

７日(月)、１４日(月)、２１日（月）、２８日（月）、３０日（水） 

●種目 

バドミントンと卓球ができます。   

他種目（バスケットボール、バレーボールな

ど）ではご利用できませんのでご注意くだ

さい。用具やシューズはお持ちください。 

 

●使用料 
〈１回の受付につき〉 
 
一 般…２４０円 

小中学生…１２０円 

４月の体育館個人使用日 

祝日でもないのになぜ国旗を揚げて

いるの？と利用者の方から尋ねられる

ことがあります。 仙台市の条例「本市の 

催事の会場として使用される施設で～掲揚設備

を有し、掲揚が可能である」という取扱基準に沿っ

て、 当館では荒天以外の日は平日でも、玄関わき 

 に国旗を揚げ

ています。 

国旗は布ですから、色は褪せ黄ばみは進み生地

も傷んできます。いっそ壁に描いちゃおうとか、ブ

ラインドに描いてパシャっとやると日の丸が現れ

るなんていうアイディアも飛び出しましたが、そう

いうわけにもいきません。苦竹の産総研が、ナノテ

クノロジーで百年持つ旗なんていう特産品を開発

してくれると嬉しいのですけれど。  (関沢) 

榴
ケ
岡 

ひ
る
も 

よ
る
も 

イヨウのなぜ〈はためく国旗〉 

シ
ー
ズ
ン
４
．
５ 

５日（土）、６日（日）、１２日（土）、１３日（日）、１９日（土）、２０日（日）、２６日（土）、２７日（日） 
個人使用日は、２時間ごとに使用時間枠を設け、使用希望者が多い場合、各使用開始時間の１０分前に抽選します。 

当日すでに前の時間枠で個人使用をした方は、他の時間枠の抽選に参加できません。（ほかに使用希望者がいない
場合はご利用いただけます） 

 
●使用時間枠 

① ９：００～１１：００ （８：５０抽選） 

②11：００～１３：００（１０：５０抽選） 

③１３：００～１５：００（１２：５０抽選） 

④１５：００～１７：００（１４：５０抽選） 

４月の休館日 

２月２２日（土）、木の実などの

自然素材を組み合わせてひな

飾りをつくる講座を開催し、幼

稚園児から６０才代まで、９組 

１７人が参加しました。 

水の森公園に親しむ会の目黒眞佐子さんを講師にお招

きし、榴岡公園でも見られる松ぼっくりやツバキの葉な

ど、使用する素材の特徴や植物の生態についてお話を聞

きました。その後、素材同士を接着しお内裏様とお雛様に

見立てた作品を完成させました。受講生からは、「満足の

いくひな人形が出来た。公園や自然環境について知るこ

ともできて良かった」と好評でした。 

講座のご報告 
つなげよう つつじのめぐみ 
自然素材でつくるおひなさま 

東口ガイドボランティア「宮城野

さんぽみち」と共催し、全４回の連

続講座として開催しています。 

第１回は２月２２日（土）、「私のガイド①新寺界隈」と題

し、ボランティアメンバーがガイドする際の心構えを交え

て、寺院のエピソードなどを話しました。 

３月１日（土）の第２回では、仙

台市歴史民俗資料館 学芸室長 

畑井洋樹さんから「江戸時代の

原町と米・魚」をテーマに、原町

が仙台城下の物流に果たした役

割についてお話を聞きました。 

第３回は３月１５日、第４回は３月２２日開催です。 


